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プロフィル

牽引する“鹿沼の名匠”。
　「ものづくりのまち鹿沼」を熟練の技で

　鹿沼の産業や文化の振興を担うその技
と心意気を紹介します。

大和　恵さん（仲町）

足袋製作

23

昭和23年、仲町生まれ。
16歳で職人として働き始め、26歳で
父の跡を継ぎ３代目に。栃木県内唯一
の手縫いの足袋職人として現役で活躍
中である。

大和屋足袋店
やまと しげる
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2
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に
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入
れ
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1文規による採寸
2型取り
3ミシンでの縫い合わせ
（ミシンは、先々代か
ら受け継ぐ100年もの）

4こはぜやゴム底などの
パーツの手縫い

1

3

2

4

り
」
に
も
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。「
自
分

が
作
っ
た
も
の
を
履
い
て
、
お
祭
り
を

楽
し
ん
で
も
ら
え
れ
ば
」
と
大
和
さ
ん

は
語
り
ま
す
。

和
屋
足
袋
店
で
は
、
デ
ニ
ム
生
地

や
、
唐
草
模
様
な
ど
、
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
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に
富
ん
だ
地
下
足
袋
や
、
花
柄
な

ど
可
愛
ら
し
い
デ
ザ
イ
ン
で
、
靴
下
の
よ

う
に
普
段
履
き
が
で
き
る
足
袋
も
作
っ
て

い
ま
す
。
大
工
や
建
具
屋
な
ど
の
職
人
の

数
が
減
少
し
、
足
袋
の
需
要
も
減
っ
て
い

る
中
、
時
代
の
変
化
に
寄
り
添
っ
た
足
袋

作
り
を
心
掛
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

作
は
、
購
入
者
の
足
の
サ
イ
ズ
を
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る
採
寸
か
ら
始
ま
り
ま
す
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採

寸
に
は
、
一
文
銭
が
由
来
と
い
う
専
用

の
定
規
「
文も

ん

規ぎ

」
を
使
い
ま
す
。
採
寸

の
後
、
型
紙
を
作
り
、
そ
の
形
に
沿
っ

て
生
地
を
裁
断
し
ま
す
。
裁
断
さ
れ
た

生
地
を
ミ
シ
ン
で
縫
い
合
わ
せ
、
そ
の

後
は
手
で
縫
い
進
め
て
い
き
ま
す
。	「
つ

ま
先
は
丸
み
を
つ
け
る
必
要
が
あ
り
、

難
し
い
工
程
」	
と
話
し
な
が
ら
も
、
等
間

隔
に
縫
い
込
ん
で
い
く
大
和
さ
ん
の
技

術
に
は
驚
き
ま
す
。

在
、
栃
木
県
で
手
縫
い
の
足
袋
職

人
は
大
和
さ
ん
一
人
。
全
工
程
を

一
人
で
行
う
た
め
、
一
日
に
作
れ
る
の

は
二
、
三
足
ほ
ど
。
お
客
さ
ん
に
「
履

き
心
地
が
良
か
っ
た
」
と
言
っ
て
も
ら

い
、
ま
た
店
を
訪
れ
て
も
ら
え
た
ら
嬉

し
い
と
目
を
細
め
ま
す
。

製 大現

※選出の際に、選者による加筆・修正が入る場合があります。
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市民のひろば我が家のアイドル募集

1歳を迎えたお子さんを紹介します。
※4月19日～5月4日生掲載　

〒322-8601　今宮町1688-1 右のＱＲコード
からもメール送
信可能

広報広聴係「我が家のアイドル係」
メール　koho@city.kanuma.lg.jp

我が家の我が家の

○申込方法　郵送･メール･広報広聴係（市役所３階）へ直接持参

○対象　１歳を迎える市内在住のお子さん　
○締切　１歳の誕生日まで
○申し込みに必要なもの
　①お子さんの写真（郵送・持参 :裏面に記名、メール：5MB以内）
　※頭からあごまでが写り、顔の周りに余裕があるもの
　②お子さんの名前・性別・誕生日、住所、電話番号、保護者氏名

下田町２丁目　髙山　シゲさん
（T11.7.20）

下日向　生井　敏雄さん
（T11.7.24）

おめでとうございます。
100歳万歳！100歳万歳！

府中町
五月女　乙葉ちゃん
（R3.4.19生）

おと は

千渡
太田　凛ちゃん
（R3.4.29生）

りん

りん

千渡
中嶋　彩ちゃん
（R3.4.23生）

あや

東町1丁目
阿久津　結音くん
（R3.5.4生）

ゆい と

下日向
大島　伊織くん

い おり

（R3.4.27生）

鳥居跡町
大貫　結珠葉ちゃん

ゆ  ず  は

（R3.4.27生）

泉町
島野　陽翔くん

はる と

（R3.4.20生）

上奈良部町
大貫　朔太郎くん

さく た ろう

（R3.4.21生）

樅山町
石川　凛ちゃん
（R3.4.30生）

貝島町
長﨑　廉采くん

れん と

（R3.5.2生）

市民のひろば
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　８月20日、TKCいちごアリーナで、いちご一会とちぎ国体・大会
において灯される火を採火するイベントが実施されました。
　第１部では記念事業として、「かぬまふるさと大使」である平野早
矢香氏や、バレーボール女子の元日本代表・栗原恵氏を招いたトー
クショーや体験教室が行われました。
　また、第２部では市内小中学生がマイギリ式火起こし器を使って
火を採り、炬火台に「かぬまの火」を灯しました。

　８月27日、映画「ひまわり」が市民文化センターにて上映さ
れました。「ひまわり」は、第二次世界大戦で引き裂かれた男女
の悲しい愛を描き、ウクライナのヘルソンで撮影されたひまわり
畑の映像が印象的な作品です。今年２月末に始まったロシアによ
るウクライナ侵攻を受け、日本各地で緊急上映されています。
　ウクライナ支援のため、会場に設置された募金箱に足を止める
人たちの姿が見られました。

ウクライナに思いをはせる上映会
― ウクライナ支援「ひまわり」チャリティー上映会 ―

　広島平和記念式典派遣団からの報告会が、８月23日に御殿山
会館で開かれました。
　派遣された生徒から、「被爆者の方に聞いた実体験は想像も
できないほど悲惨だった」と報告。「戦争は私たちの日常を一瞬
にして奪ってしまう、とても恐ろしいものだと改めて感じた」
と、派遣事業を通して感じた戦争の悲惨さと平和の尊さについ
ての思いが述べられました。

中学生たち、平和への思いを新たに
― 広島平和記念式典派遣団　報告会 ―

いちご一会とちぎ国体・大会の炬火誕生
― 鹿沼市炬火イベント ―

　新庁舎整備に伴う鹿沼城跡の発掘調査の成果を報告する現地
説明会が、９月３日・４日に開催されました。発見された「障
子堀」は、敵兵を足止めする効果があり、戦国時代の小田原北
条氏領内の城に多く見られるものです。
　参加者たちは、興味深そうに見入り、堀跡を写真に収めるな
ど、鹿沼の歴史の一端に触れる催しとなりました。

新たな「障子堀」発見
― 鹿沼城跡発掘調査現地説明会 ―


